令和８年８月泉南市農業委員会定例会
令和８年８月７日　午後１時３０分
　　　　　　　あいぴあ泉南　２階　会議室３
· 出　席　委　員

山　下　　　博　　　　　立　道　智　惠　　　　　岩　本　和　男
綛　谷　　　守　　　　　奥　野　正　章　　　　　東　　　和　宏
池　上　安　夫　　　　　向　井　彰　一　　　　　森　谷　　　豊
上　野　寛　治　　　　　太　佐　　　博　　　　　伊　藤　喜　久

　　　　　(推進委員)　　 

柿　花　喜　美　　　　　宮　下　　　明          向　井　良　宗
與　野　清　治　　　　　居　倉　順　子
· 欠　席　委　員
(農業委員)　　 南　　　達　也　　　　南　　　直　樹
(推進委員)　   松　本　一　美
事務局　　　　それでは定刻になりましたので、ただ今より令和８年８月泉南市農業委員会定例会を開催いたします。初総会後、初めての定例会ですので、最後まで審議のほどよろしくお願い致します。本日の委員の出席の状況ですが、南　直樹委員より欠席の届出が出ております。現在の出席委員については１４名中１２名で過半数以上出席しておりますので、会議は成立いたします。推進委員については、松本委員がまだお見えではないようですので、本日の出席は現在のところ５名となっております。泉南市農業委員会会議規則により総会の議長は会長が務める事になっております。会長よろしくお願いします。
会長　　　　皆さん、お疲れ様です。一言ご挨拶申し上げます。本日は暦の上では「立秋」です。早朝３時に起きましたら、かなり涼しかったです。とはいうものの、日中は暑い日がまだまだ続きますので、作業には十分に注意して取り組んでください。
　　　　　　　　　それから、先月２８日に熊本で再び大きな地震が発生しております。非常に気の毒な事でございます。被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
会長　　　　さて、大阪農業時報をご覧ください。府下３７市町村で農業委員、農
地利用最適化推進委員の改選がございました。女性委員もかなり増えております。また、大きなニュースとして熊取町と豊中市では府内初の女性の農業委員会会長に２名が就任されております。
　それと、先月２７日には兎田・別所地区で、地域計画の見直しの為、山下委員の指導のもと会議が行われました。大阪府からも出席いただき、非常に有意義な会議となりました。今月は２１日に信達岡中地区での会議を予定しております。それぞれの地区での開催の節はご協力をお願いしたいと思います。
さて、本日は議案が３件、報告案件が３件でございます。どうか最後まで慎重審議のほどよろしくお願いします。
　　　　　　　
会長　　　　それではこれより議事に入ります。

まず議事に入ります前に、議事録署名委員の指名を行います。
　
　　　　　　　　泉南市農業委員会に関する規程第１５条第２項に規定する議事録署名委員ですが、私の方でご指名させていただいて異議ありませんか。

異議なしの声
会長　　　　ありがとうございます。それでは議事録署名委員は、３番 岩本委員、５番 綛谷委員にお願いいたします。

以上で議事録署名委員の指名を終わります。
会長　　　　それでは、令和８年議案第９号「泉南市農業委員会委員の辞任について」を、議題といたします。事務局の説明を求めます。
事務局　　　　令和８年議案第９号について朗読する。
会長　　　　今回の改選で、区の推薦で農業委員の任命されたのですが、病院で診断が下され、やむなく辞任という事になりました。
事務局　　　　議案第９号につきまして、補足説明をさせていただきます。先日、辞任届を受け取りに参りました際の様子では、歩行もかなり困難な状況でございました。診断書につきましては２、３週間かかるそうですので、後日いただける事になっております。せっかく農業委員として委嘱され
事務局　　　た矢先で残念ですが、致し方ないのでお大事になさっていただきたく思います。
事務局　　　　任期の最初からの辞任ですので、欠員ではなく、後任の方に入ってい
ただきたいと思っております。今後の進め方ですが、皆さんが選任された時と同じ手順を踏んでいただきます。期間を１ヵ月ほど設け、地域の農業者や団体からの推薦あるいは一般公募により候補者を募るという手筈になります。今回の件につきましてはおそらく、同地区から推薦をいただけるかと思います。その後、１２月の市議会に上程し、同意をいただきます。同意を得られれば、来年１月定例会にて任命という流れになります。逐一ご報告させていただきます。
会長　　　　それではこれより質疑に入ります。ただ今の事務局の説明で何かご質
問、ご意見ございますか。
会長　　　　退任やむなしかと思われます。
会長　　　　よろしいですか。他に質問ございませんか。
それでは質疑がないようですので、議案第９号は原案どおり同意してご異議ございませんか。
異議なし

会長　　　　それではお諮りいたします。議案第９号に賛成の方は挙手をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　
出席者全員挙
会長　　　　ありがとうございます。全員賛成ですので、議案第９号は原案のとおり同意することといたします。
会長　　　　続きまして、令和８年議案第１０号「農地法第５条第１項の規定による許可申請の承認について」を、議題といたします。事務局の説明を求めます。
事務局　　　　令和８年議案第１０号３件について朗読する。議案第１０号につきま
して、事務局の方から補足説明させていただきます。
事務局　　　　Ｎｏ．１につきましては、当該地の農地区分は、第３種農地と判断されます。改選後初の定例会という事で、農地区分につきましては、のちほど協議会でご説明させていただきます。
譲受人は、市内に所在し、トラック３４台を所有している運送会社代表の妻で、事業拡大に伴い現在使用している駐車場が手狭となった為、不動産屋を通して申請地を購入し露天駐車場として整備し、夫の営む法人に貸借するものです。
駐車場の施工についてはアスファルト舗装仕上げで、新たに４トントラック８台を置く予定です。大阪府より「開発行為に該当しない旨の証明」も交付済みで、排水の放流につきましては地元水利権者と協議を行い、同意も得ております。
続きまして、Ｎｏ．２とＮｏ．３は関連しますので、一括してご説明させていただきます。申請地の農地区分は、いずれも第２種農地であり、転用目的は露天駐車場です。借り手は、阪和自動車道耐震補強工事を行う法人で、どちらも土地を賃貸借し、今月末まで期間限定の一時転用許可を得ていたのですが、工期の延長により今回再申請する運びとなりました。
Ｎｏ．２につきましては事務所に隣接しており、社員及び来客用駐車場として車両７台分を令和１０年１月末までの一時転用許可申請です。Ｎｏ．３につきましては工事現場に隣接しており、社員及び工事関係車両用として車両５台分を令和９年１２月末までの一時転用許可申請です。
会長　　　　ありがとうございます。
それではこれより質疑に入ります。ただ今の事務局の説明で何かご質
問、ご意見ございますか。
会長　　　　Ｎｏ．１につきまして、工事資金の資力の確認はできていますか。
事務局　　　　はい。できております。
会長　　　　よろしいですか。

それでは質疑がないようですので、議案第１０号は原案どおり承認してご異議ございませんか。
異議なし
会長　　　　それではお諮りいたします。議案第１０号に賛成の方は挙手をお願い
　　　します。　　　　　　　　　　　　　　　　
出席者全員挙手
会長　　　　ありがとうございます。全員賛成ですので、議案第１０号は原案のとおり許可することといたします。
会長　　　　続きまして、令和８年議案第１１号「相続税納税猶予に関する適格者証明の承認について」を、議題といたします。事務局の説明を求めます。

事務局　　　　令和８年議案第１１号１件について朗読する。令和８年議案第１１号につきまして、地区の農業委員と現地確認を行っておりますので報告していただきます。○○委員よろしくお願いします。
○○委員　　　　被相続人は主業農家で、昨年に亡くなりました。昭和８年生まれの９
２歳でした。現在は長男が引き継ぎ、申請地の田３筆は水稲で、畑ではミカンを植えています。
事務局　　　　ありがとうございます。議案第１１号につきまして事務局より補足説明させていただきます。
「相続税納税猶予に関する適格者証明」とは農地として適正に管理しており、相続税の納税猶予を受けるにふさわしい適格者として証明するための申請です。農業委員会の承認をもって相続税の納税は猶予となるのですが、この後、報告第１６号の説明時にも触れますが、今後３年に１回、農業委員会から「引き続き農業経営経を行っている旨の証明」を受け、証明書を税務署に提出しなければなりません。その時点でもし農業を継続していなければ、相続税の納税猶予は直ちに打ち切りとなり、利子税を含めて相続税の支払いが発生しますのでご注意ください。委員の中にも納税猶予を受けている方もいらっしゃいます。
会長　　　　それではこれより質疑に入ります。ただ今の事務局の並びに地区委員
の説明で何かご質問、ご意見ございますか
会長　　　　私も以前に納税猶予をうけておりました。当時は調整区域の農地は２
０年で納税免除でしたが、現在は生産緑地と同様に調整区域でも終身となっております。
会長　　　　他に質問等ございませんか。
　　　　それでは質疑がないようですので、議案第１１号は原案どおり承認してご異議ございませんか。
異議なし

会長　　　　それではお諮りいたします。議案第１１号に賛成の方は挙手をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　

出席者全員挙手
会長　　　　ありがとうございます。全員賛成ですので、議案第１１号は原案のとおり承認することといたします。

会長　　　　次に、報告事項に入ります。令和８年報告第１４号「農地法第４条第１項第７号の規定による届出の確認について」を議題といたします。
　　　事務局より報告事項の説明を求めます

事務局　　　　令和８年報告第１４号１件について朗読する。報告第１４号につきまして、事務局より補足説明させていただきます。
農地法第４条とは自己転用で、地主が自己所有農地の地目変更を行うものです。

当該届出地の施工につきましては、砕石仕上げで、観光バスの専用駐車場として整備し、バス会社に賃貸借するとの事です。
会長　　　　ありがとうございました。
それではこれより質疑に入ります。ただ今の事務局の説明で何かご質問、ご意見ございますか。
○○委員　　　　当該地は交差点からすぐのところなので、大型バスの出入りに問題はないのでしょうか。交通量も増えていますし、それが少し懸念されます。
会長　　　　そうですね。市街化区域内の転用ですので致し方ありませんが。
事務局　　　　おそらく交差点のそばで大型バスの駐車場にするには法規制があり、申請においてその条件をクリアできているのではないかと思います。
会長　　　　よろしいですか。何かご質問、ご意見ございませんか。

特に質問がないようですので、以上で報告第１４号を終了します。
会長　　　　続きまして、令和８年報告第１５号「農地法第５条第１項第６号の規定による届出の確認について」を議題といたします。
　　　事務局より報告事項の説明を求めます

事務局　　　　令和８令告第１５号３件について朗読する。報告第１５号につきまして、事務局より補足説明させていただきます。
農地法第５条とは、所有権移転や貸借を伴う転用で、地主が自己所有農地を譲受人に売却もしくは貸借し、譲受人が宅地や雑種地に地目変更を行うものです。

Ｎｏ．１につきましては、譲受人が隣地の宅地と合わせて譲渡人より購入し、自宅の庭として整備するとの事です。

Ｎｏ．２につきましては、譲受人が譲渡人より購入し、長慶寺のさんけい者駐車場として整備するとの事です。

Ｎｏ．３につきましては、譲受人は譲渡人の息子で、父親名義の農地を譲り受け、住宅用地として整備した後、住宅を建築し、完成後は他市より転入されるとの事です。
会長　　　　ありがとうございました。
それではこれより質疑に入ります。ただ今の事務局の説明で何かご質問、ご意見ございますか。
○○委員　　　　Ｎｏ．１についてですが、同じ所有者の隣の宅地と畑とをあわせて買うという事ですか。売りに出ていたのですか。
事務局　　　　はい。不動産屋を通して譲受人が購入する事になりました。畑の部分についての転用届出です。
　　　　　　　　　

会長　　　　よろしいですか。他に何かご質問、ご意見ございませんか。

特に質問がないようですので、以上で報告第１５号を終了します。
会長　　　　続きまして令和８年報告第１６号「引き続き農業経営を行っている旨の証明書の発行について」を議題といたします。事務局より報告事項の説明をお願いします。
事務局　　　　令和８年報告第１６号２件について朗読する。報告第１６号について事務局より補足説明させていただきます。

「引き続き農業経営を行っている旨の証明」とは、先ほど議案第１１号でも説明させていただいた通り、「相続税納税猶予に関する適格者証明」の承認を受けた者が、３年に１回、税務署に提出する証明書です。
それでは、各地区委員と現地確認を行っておりますので、事務局より作付け状況について報告させて頂きます。
Ｎｏ．１につきましては、○○委員と現地確認を行いました。全筆、ハウスにてバラを栽培されていましたので問題ありません。

Ｎｏ．２につきましては、○○委員と確認を行いました。２筆とも水田を確認しましたので問題ありません。ちなみに品種はコシヒカリです。
会長　　　　ありがとうございます。それではこれより質疑に入ります。ただ今　
の事務局の説明で何かご質問、ご意見ございますか。
会長　　　　よろしいですか。何かご質問、ご意見ございませんか。

特に質問がないようですので、以上で報告第１６号を終了します。
会長　　　　以上で、本日の議案の審議ならびに報告事項はすべて終了いたしまし
た。ありがとうございました。
職務代理　　　　どうもご審議ありがとうございました。これをもちまして８月定例会を終了させていただきます。次回の定例会につきましては、９月４日（金）場所は、あいぴあ２階　会議室３です。どうも長時間ありがとうございました。
午後２時１２分　終了

この会議の正確を証する為、下記のとおり署名する。

令和８年８月泉南市農業委員会定例会議
令和　８年　　月　　日

　　　　　　　　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　　　
